
大志を抱いて

  百十五花繚乱

広
報

平
成

2
9
年

N
o
.5

5
8

3



広報やおつ No.558 2

１
月
８
日（
日
）、
新
成
人
１
１
５
人
の

門
出
を
祝
う
成
人
式
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
前
の
会
場

周
辺
で
は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
沸
き
、
互
い
の
近
況
の
話
題
に
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
式
典
で
新
成
人
は
、
来
賓
者

の
祝
福
の
言
葉
を
噛
み
し
め
、
成
人
と
し

て
認
め
ら
れ
た
こ
の
日
を
喜
び
ま
し
た
。

成
人
式
は
、
受
付
・
運
営
が
「
地
域
を

支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
み
な
さ

ま
、
写
真
即
日
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
・
記

録
ビ
デ
オ
撮
影
が
「
八
百
津
町
社
会
教
育

視
聴
覚
協
議
会
」
の
み
な
さ
ま
、
会
場
内

の
花
飾
り
が
八
百
津
町
公
民
館
「
生
け
花

講
座
」
講
師
の
み
な
さ
ま
な
ど
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
温
ま
る
協
力
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
ま
し
た
。

誓
い
の
言
葉
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
森
本
萌
加
さ
ん（
石
畑
）が
英
語
で
決
意

を
宣
言
。
「
八
百
津
町
で
生
ま
れ
、
育
て

て
い
た
だ
い
た
私
た
ち
は
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
夢
や
志
を
明
確
に
も
ち
、
よ
り
よ
い

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
一
人
ひ
と
り
に

な
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
」
と
誓

い
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
や
家
族
へ
の

感
謝
を
語
り
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
に
は

ス
ク
リ
ー
ン
に
両
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
幼
少
期
の
写
真
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

流
れ
、
目
頭
を
押
さ
え
る
姿
も
あ
り
ま
し

た
。新

成
人
の
み
な
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十
歳
の
決
意
を
胸

に
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
！

成人式実行委員会
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祝祝祝
We would like to express our deepest gratitude for 

holding this wonderful Coming of Age Day ceremony.

We deeply appreciate warm and encouraging words 

from mayer of Yaotsu town and many guest.
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女
子
で
優
勝
の
東
部
中
Ａ

第
43
回
八
百
津
町
民
駅
伝
競
走
大
会
が

26
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点

に
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
を
周
回
す
る
５
区
間
計
10
・
９
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
、
一
般
男
子
に
25
、
中
学

男
子
に
15
、
女
子
に
13
の
計
53
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
走
し
、

た
す
き
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
前
で
は
、
八
百
津
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
の
生
徒
が
演
奏
で
盛
り
上

げ
、
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員

さ
ん
ら
が
ラ
ー
メ
ン
を
振
る
舞
い
、
ラ
ン

ナ
ー
の
疲
れ
た
体
を
癒
や
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。
暖
か
い
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

中
学
男
子
で
優
勝
の
東
部
中
Ａ

一
般
男
子
で
優
勝
の
加
茂
警
察
署

想
い
を
つ
な
ぐ

た
す
き
リ
レ
ー
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Photo　Yaotsu

～まちの話題～

ふるさと納税に
新たな“窓口” 1/23

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

の
た
め
、
日
本
郵
便
株
式

会
社
東
海
支
社
と
連
携
・

協
力
に
つ
い
て
の
協
定
書

の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
２

月
13
日（
月
）よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ふ
る
さ

と
納
税
受
付
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
ぷ
ら
す
」
を
使
用

し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
受

付
を
、
東
海
４
県
で
初
め

て
開
始
し
、
連
携
し
て
町

の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

協定書に調印した荒若仁東海支社長（左）と金子町長

金子町長(中央)に意気込みを語った選手ら

1/23

八百津中学校
卓球で全国大会出場！

３
月
26
日
か
ら
２
日

間
、
山
形
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
中
学
校
選
抜
卓
球

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
八
百
津
中
学
校
の

生
徒
８
人
が
役
場
を
訪

れ
、
金
子
町
長
に
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。
同
部
は
、

１
月
８
日
に
岐
阜
市
で

あ
っ
た
県
予
選
で
優
勝

し
、
初
の
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
し

一
つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

1/28

防災対策強化で
石川県穴水町と協定

石
川
県
穴
水
町
と
今
後
の
防

災
対
策
の
強
化
の
た
め
、
お
互

い
に
協
力
し
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
「
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

本
協
定
は
必
要
に
応
じ
、
食

料
や
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
な

ど
の
物
資
を
供
給
す
る
ほ
か
、

職
員
の
派
遣
や
救
助
活
動
・
復

興
に
必
要
な
資
機
材
の
提
供
な

ど
が
主
な
内
容
で
す
。

穴
水
町
と
は
、
平
成
25
年
能

越
自
動
車
道
開
通
に
よ
り
中
京

圏
へ
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環

で
、
八
百
津
町
の
産
業
文
化
祭

に
出
店
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

協定書に調印した金子町長（右）と穴水町の石川町長

式辞を述べる佐藤悦男会長

八
百
津
町
体
育
協
会

創
立
60
周
年
記
念
式
典
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
関
係
者
ら
約

５
７
０
人
が
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

記
念
表
彰
で
は
、
体

育
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た

19
人
と
３
団
体
が
表
彰
さ

れ
、
16
人
に「
60
周
年
賞
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の

山
本
昌
さ
ん
が
、
「
継
続

す
る
心
」
と
題
し
、
記
念

講
演
を
し
ま
し
た
。

八百津町体育協会
創立60周年節目祝う 2/122/12
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八百津町再生可能エネルギービジョン
～太陽エネルギーと木質バイオマスによる発電と熱利用～

八百津町では、地方創生加速化交付金の交付を受け地域の資源を上手に活用し、国際的にも問題となっている

地球温暖化の防止に寄与するとともに、「住みやすく・観光客が訪れる・魅力あるまち」として次世代に繋いでい

くため、再生可能エネルギー導入量の増加、エネルギー自給率の向上、CO2排出量の削減を目標とした「八百津町

再生可能エネルギービジョン」を策定しました。



広報やおつ No.558 8

シリーズ防災・包括支援

こんにちは！地域包括支援センターです！

～知っているようで
知らない認知症～

＜オレンジカフェ＞
　認知症について何でも話せる

カフェです。

・21日（金）

　午後2時～3時30分

　ところ：上飯田公民分館

　協力金：100円

　プチ講座

「高齢者を守る。改正！

　　　　　　　道路交通法」

について、加茂警察署交通課

の方よりお話しいただきます。

＜高齢者あんしん相談会＞
　予約が必要です。

　訪問相談あります。

・25日（火）

　午後1時30分～3時30分

　ところ：福地地区

２
月
21
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
、
15
名
の
方
が

受
講
さ
れ
、
40
代
か
ら
80
代
ま
で
幅
広
い
年

代
の
方
々
が
地
域
で
認
知
症
の
方
を
見
守
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
は
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
、
正
し
い
接
し
方
を
学
び
ま
す
。
受
講

後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
半
数
以
上
の

方
が
認
知
症
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
と
回
答
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
「
認
知
症
は

誰
で
も
な
り
得
る
脳
の
病
気
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。」と
い
う
気
づ
き

の
あ
っ
た
方
が
み
え
ま
し
た
。
現
在
、
65
歳

以
上
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
ま
た
は
認
知

症
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
八
百
津
町

で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
温
か
い
見
守
り
が
と
て
も
重
要
な
の
で

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
来
年
度
の
予
定
は
広
報
等
に

随
時
掲
載
し
ま
す
。
今
回
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
次
回
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

シリーズ 包括支援
No.67

4月の予定

シリーズ 防災安全
No.67

応急手当
～止血～

応
急
手
当
と
は
、
一
般
的
な

傷
病
の
悪
化
を
回
避
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
一
般
人
に
よ

り
行
わ
れ
る
最
小
限
の
手
当
を

い
い
ま
す
。
前
回
説
明
し
ま
し

た
救
命
処
置(

心
肺
蘇
生
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動)

は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

応
急
手
当
と
い
っ
て
も
い
ろ

ん
な
種
類
の
応
急
手
当
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
中
で
も
実
用
性

が
高
く
簡
単
な
【
直
接
圧
迫
止

血
法
】に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
直
接
圧
迫
止
血
法
】

出
血
部
位
を
ガ
ー
ゼ
や
タ
オ

ル
な
ど
で
直
接
強
く
圧
迫
し
て

出
血
を
止
め
る
方
法
で
す
。

※
注
意
点
※

血
液
に
よ
る
感
染
防
止
の
た

め
、
ゴ
ム
手
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が
勧
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
出
血
部
位
を
押
さ
え
る
材
料

・
清
潔
で
あ
る
こ
と

・
厚
み
の
あ
る
も
の
で
あ
る

こ
と(

薄
い
も
の
を
何
枚
重
ね

て
も
良
い)

・
出
血
部
位
を
十
分
に
覆
う

こ
と
が
で
き
る
大
き
さ
で
あ
る

こ
と

○
圧
迫
の
行
い
方

・
出
血
部
位
に
ガ
ー
ゼ
や
タ

オ
ル
な
ど
を
当
て
、
そ
の
上
か

ら
手
で
強
く
圧
迫
し
ま
す
。
片

手
で
止
血
で
き
な
け
れ
ば
両
手

で
圧
迫
し
た
り
、
体
重
を
か
け

て
圧
迫
し
て
止
血
し
ま
す
。

・
圧
迫
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
血
が
に
じ
み
出
る
場
合
は
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
ガ
ー
ゼ
や
タ

オ
ル
な
ど
を
重
ね
て
圧
迫
し
ま

す
。
こ
の
際
は
、
初
め
に
当
て

た
ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
な
ど
は
外

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ　

地域包括支援センター

☎43-2111（内線2566・2567）

出典：日本赤十字社ホームページより
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教育の窓

八百津町スポーツ推進委員シリーズ 教育の窓
No.63

スポーツ推進委員とは、教育委員会から委嘱され

る非常勤の特別公務員です。平成23年に「体育指導

委員」から「スポーツ推進委員」へと名称が変わり、

任務はスポーツ推進のための事業に係る連絡調整

および、スポーツ指導・助言や地域住民と行政の

コーディネーター、スポーツ施策の推進役です。

スポーツ推進委員の役割

本町は、15名のスポーツ推進委員がおり、すべ

ての町民が健康で生きがいのある充実した生活を

送ることを目指し、「町民、一学習、一スポーツ」を

合い言葉にスポーツ推進活動を行っています。町内

には各種スポーツ施設がありますが、中でも中心的

施設として捉らえているのが蘇水公園です。今後、

この公園を「複合スポーツの拠点」として位置づけ、

スポーツ人口の増加へつなげたいと考えています。

スポーツ推進委員の活動

八百津町は年々高齢化が進んでおりますが、この

高齢化に着目し、その方たちが外に出て、世代を越

えた交流をし、その中で大いに体を動かして、「心も

体も健康」になっていくことを目標としています。こ

の「体を動かす」ことを目的とすることにより、「地域

コミュニティーの活性化」、「世代間交流」、「医療費

の削減」など多くのメリットが見えてきます。この目

標の実現を考えたときに大きな柱となるのが、地元の、

【総合型地域スポーツクラブ 「チャレンジクラブ802」】
「いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも」

スポーツを楽しむことができる社会を実現するた

めに、その地域に住む「みなさん」が主役となって、自

ら運営・管理をする新しいスポーツクラブのシステム。

われわれスポーツ推進委員も、このクラブを全面

的にバックアップしており、まさにこのクラブが目

標への実践を行っています。今年度で設立10周年を

迎えるクラブの会員数は現在366名、運営する教室

は23教室あります。60歳以上の会員が多くなってお

り、たくさんの高齢者が外に出て体を動かすことが

日常化し、そこで仲間と交流することが楽しいと感

じており、この年代の会員数は年々増加しています。

一方で、中学生～59歳までのクラブ加入率は低いの

ですが、この方たちも仕事帰りなどにフィットネス

クラブに通ってスポーツを行う人もいます。しかし、

全国的に20代・30代の若者に限っては特にスポーツ

実施率が低いと言われています。ある調査では「ス

ポーツやエクササイズ系スポーツ」を行っていない人

のうち、70％もの人が今後も「スポーツやエクササ

イズ系スポーツを行う意思がない」との調査結果が出

ています。しかし、八百津町のスポーツ実施率は、

確実に上昇しています。その一因として、ウォーキ

ングやジョギングなど一歩家を出れば、身近なとこ

ろで行える「個人エクササイズ」を行う人が増加して

いることにあります。われわれはチャレンジクラブ

802の活動を通じて、「個人エクササイズ」だけに依

存するのではなく、より多くの方にスポーツをする

機会を今後も提供していきます。

全国の市町村によっては「スポーツ推進委員としての

活動が見えない」など厳しい意見もありますが、委員の

活動は、表だって見せる部分と、見えない部分もありま

す。われわれは、この見えない部分で「地域スポーツ活

動のコーディネーターとしての役割」をしっかりと果た

し、確実にクラブを支えてきました。

価値観の多様化によって個人のライフスタイルはさまざ

まですが、それぞれのスタイルに合わせながらスポーツを

楽しむことができる環境の提供は十分できると思います。

少しずつではありますが、スポーツが住民の日常に浸

透してきており、その「スポーツ欲求の把握、スポーツ

振興の企画・立案・運営、住民へ熱意を持った指導」こ

れらのできるスポーツ推進委員を今後育成していくこと

も重要な課題です。この実現には、われわれ委員および、

町行政の意識改革が極めて重要な意味を持つと考え、今

後のスポーツ推進委員活動に取り組んでまいります。
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八百津町役場
　☎43-2111　FAX 43-0969
　HP　http://www.town.yaotsu.lg.jp/

シルバー人材センター
12月分実績

件　　数 84件
就労人員 725（実77）人
就労時間 4,230.50時間
受託金額 3,841,074円

☎43-5567

シルバー人材センター
1月分実績

件　　数 27件
就労人員 396（実64）人
就労時間 1,863.50時間
受託金額 3,092,523円

☎43-5567

平成29年3月1日現在の人口
人　口 男　性 女　性 世　帯

総人口 11,408人 5,514人 5,894人 4,313世帯
(日本人) 11,320人 5,481人 5,839人 4,277世帯
(外国人) 88人 33人 55人 36世帯

※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

●
相
談
日
時

月
～
金（
土
日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
相
談
開
設
日
以
外
の
相
談
は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
ま
た
は
０
５
７
０-

０
６
４-
３
７
０

●
岐
阜
県
の
相
談
窓
口

岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８-

２
７
７-

１
０
０
３

　
・
月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
・
土

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
可
茂
県
事
務
所☎

２
５-

３
１
１
１（
内
線
２
１
２
）

月
、
火
、
木
、
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

八
百
津
町
結
婚
相
談
所
で
は
真
剣
に
結
婚

を
し
た
い
と
思
う
独
身
男
女（
町
外
の
方
で
も

O
K
！
）を
対
象
に
無
料
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
個
別
に
相
談
を

受
け
、
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
！
安
心
し
て「
は
じ
め
の

一
歩
」を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
も
可
能
で
す
！

●
と
　
き･･･

（
毎
月
３
回
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。）

　
４
月
　
※
８
日（
土
）の
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

※
８
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
15
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
21
日（
金
）　
午
後
７
時
～
９
時

●
と
こ
ろ･･･

役
場
西
側
　
防
災
セ
ン
タ
ー

●
登
録（
初
回
）の
持
ち
物

①
３
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
２
枚

②
独
身
証
明
書（
役
場
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
）

③
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
と
そ
の
コ
ピ
ー

　
八
百
津
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
た

相
談
件
数
は
、
平
成
26
年
度
は
14
件
、
平
成
27
年

度
は
10
件
、
平
成
28
年
度
は
２
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
送
り
つ
け
商
法
」「
訪
問
販
売
」な
ど
の
相
談

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
役
場
本
庁
２
階
に
は
消
費
生

活
相
談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
消
費
生
活

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
者
の
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
、
解

決
に
向
け
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
町
は
、
関
係

機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
消
費
生
活
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
近
年

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
に
よ
り
利
便
性
が
向
上
す
る
一
方

で
、
若
年
層
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
、
被
害
の
未
然
防
止
と
被
害
発
生

後
の
適
切
な
対
応
の
た
め
、
今
後
も
継
続

的
に
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
悪
質
商
法
を
排
除
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
ま
た

「
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」を

踏
ま
え
、
自
立
し
た
賢
い
消
費
者
の
育
成

に
消
費
者
行
政
の
分
野
か
ら
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
17
日

八
百
津
町
長　

金
子
政
則

□
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の
町
長
表
明

　
消
費
者
を
狙
う
悪
質
商
法
は
後
を
絶
た
ず「
送
り

つ
け
商
法
」「
訪
問
販
売
」な
ど
、
高
齢
者
が
被
害
や

納期のお知らせ
※ 口座振替をご利用の方は残高を確認ください。

●5月1日 納期限●
固定資産税 1期分

保育料 4月分

水道料 4月分

町営住宅使用料 4月分

●3月31日 納期限●
後期高齢者医療保険料 9期分

保育料 3月分

水道料 3月分

町営住宅使用料 3月分

消費生活相談実績を報告します
２階 産業課 地域振興係　☎内線2252

「学べる相談所」八百津町結婚相談会
2階　総務課　政策調整係　☎内線2212

E-mail：ketukon@town.yaotsu.lg.jp
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平成29年4月1日より、創業資金・設
備投資・運転資金など、金融機関から
借入をされた場合に発生する利子に対
して、町がその一部を一定期間助成す
る利子補給制度が始まります。

●利子補給の対象となる方

　以下の①～③までの要件をすべて満
たす方
① 八百津町内に住所、事務所または事

業所を有し商工業を営む中小企業者
および小規模企業者であり、八百津
町商工会に加入している会員である
こと。

② 八百津町の出資や指定管理を受けて
いないこと。

③町税等の滞納がないこと。

●利子補給の対象となる融資制度

① 岐阜県信用保証協会の保証を得るもの
　・小規模企業資金（県小口Z）
　・小口零細企業保証（全国小口）
　・市町村小口零細企業保証（市町村小口Z）

　・ 商工会議所、商工会提携小口零細
企業保証（提携型全国小口）等

②日本政策金融公庫の融資
　・経営改善貸付（マル経貸付）
　・普通貸付
　・特別貸付
※ ただし、専業用以外の車両機器等の

取得、売電目的の設備、飲食業で風
俗営業の許可を受けている事業等は
利子補給の対象となりません。

●対象となる借入金の期間等

平成29年4月1日から平成32年3月31
日までの期間に行われた借入れで、1
事業者300万円までが利子補給の限度
となります。

●利子補給の期間等

年利率2%を上限として、利子補給
額は1年間に6万円が限度となります。
また、利子補給の期間は最長で5年間
受けられます。

●制度についての詳しいお問い合わせは、

　・役場2階 産業課 商工観光係
☎43-2111（内線2253･2254）

　・八百津町商工会　　　☎43-0266

福
地

潮
南

久
田
見

和
知

伊
岐
津
志

八
百
津

地
区
名

福
地

潮
見
・
南
戸

久
田
見
・
上
吉
田

野
上
・
和
知

上
牧
野
・
上
飯
田

伊
岐
津
志

八
百
津
・
錦
織

そ
の
地
区
の
区
域

１ １ １ １ １ １ 定
　
員

中小企業者と小規模企業者の
資金借入に対して利子補給
する制度が始まります！！

2階　産業課　商工観光係
☎内線2253・2254

●
農
業
委
員
の
推
薦
・
公
募 

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
制

お
よ
び
選
任
制
か
ら
町
長
に
よ
る
任
命
制
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
業
委
員
会
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
募
集
人
数
　
14
人 

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・
公
募

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化（
農
地
の
集
積
や
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
）を
進
め
る
た
め
、

新
た
に
現
場
活
動
を
行
う
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
、

募
集
す
る
も
の
で
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

役
場
、
各
出
張
所
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
配
布
の
推
薦
書
ま
た
は
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
提
出
先
等

産
業
課 

農
業
委
員
会
事
務
局
　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分（
閉
庁
日
除
く
。）募
集
期
間

最
終
日
の
午
後
５
時
15
分
必
着
で
す
。（
郵
送
の

場
合
は
募
集
期
間
最
終
日
の
消
印
有
効
） 

●
そ
の
他

推
薦
ま
た
は
応
募
を
い
た
だ
い
た
後
、
関
係
法

令
な
ど
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
候
補
者
を
決
定

し
ま
す
。（
推
薦
ま
た
は
応
募
い
た
だ
い
て
も
、

必
ず
候
補
者
に
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
） 

法
律
等
の
規
定
に
よ
り
推
薦
書
お
よ
び
応
募
申

込
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
は
、
住
所
事
項
を
除
き

す
べ
て
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
2階 産業課 農地係　☎内線2257

・
募
集
人
数
　
各
地
区
１
人 

計
６
人

●
共
通
事
項 

・
募
集
期
間
　
４
月
３
日（
月
）～
５
月
２
日（
火
） 

・
任
　
　
期
　
平
成
29
年
７
月
20
日
～

平
成
32
年
７
月
19
日（
３
年
間
）　

・
報

　
　
酬

　
月
１
３
，０
０
０
円
程
度
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□お問い合わせ　役場1階　町民課　国民健康保険係　☎43-2111（内線2114）

○外傷性のねんざ・打撲

○骨折・脱臼（緊急時以外は医師の同意が必要）

【国保が使える場合】

○日常生活の疲れや肩こり

○脳疾患後遺症などの慢性病

○病気（神経痛・リウマチ・慢性関節炎・ヘルニアなど）による凝りや痛み

○症状の改善がみられない長期の施術（応急処置を除く）

○仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの給付になります）

【国保が使えない場合（全額自己負担となります。）】

※施術を受けるときの注意事項

交通事故をはじめ、第三者の行為によりケガなどをした場合でも国保で治療を受けることができま

す。本来治療費は加害者が支払う義務を負いますが、一時的に国保が立替払いをして、その後国保が

負担した費用を加害者に請求します。そのため、交通事故等で保険診療を受けた場合は、示談の前に

必ず町民課 国民健康保険係に連絡をして届け出るようにしてください。

交通事故にあったとき

柔道整復師（接骨院・整骨院など）にかかるとき、国保が使える場合は一定の条件を満たす場合に限

られていますのでご注意ください。

柔道整復師にかかるとき

国民健康保険はお住まいの市町村で加入することになり、原則として八百津町に住所のない方は

八百津町国保の保険証を使うことができません。しかし特例として八百津町国保に加入している方が

進学を理由に住所を他市町村に移し、八百津町にいる扶養義務者が生計を維持している場合は、届け

出を行うことで引き続き八百津町国保の保険証を使用することができます。進学に伴う転出をする方

は、下記のものをご持参のうえ町民課国民健康保険係で学生保険証（マル学）への切り替え手続きを行

ってください。

①学生であることが証明できるもの（在学証明書、入学前の場合は合格通知書）

②現在お持ちの国民健康保険証

八百津町から転出して進学される方へ

１．外傷性の負傷でない場合は国保が使えません。

２． 同一の負傷について、同時期に柔道整復師の施術と整形外科の治療を重複して受けた場合は、

原則として柔道整復師の施術料は全額自己負担となります。

３．施術が長期にわたる場合は内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けてください。

４． 療養費支給申請書は、受療者が柔道整復師に国保への請求を委任するものです。負傷原因、負

傷名、日数、金額をよく確認し、必ず自分で自署（サイン）をしてください。

○病気（神経痛・リウマチ・慢性関節炎・ヘルニアなど）による凝りや痛み
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～国民健康保険は安心して医療を受けるための制度です～
誰もが安心して医療を受けられるように、職業や年齢などに応じて、すべての方が医療保険に加入

することになっています（国民皆保険制度）。職場の健康保険や後期高齢者医療制度など他の健康保険

に加入している方、生活保護を受けている方を除くすべての方が国民健康保険（国保）に加入する必要

があります。

届け出はお早めに

加入の届け出が遅れた場合は、前の健康保険が終了した時点までさかのぼって国保に加入するため、

さかのぼった期間分の国民健康保険税（国保税）を納めていただく必要があります。(届け出日＝加入

日ではありません)

脱退の届け出をしないと健康保険に二重加入していることになり、保険税を二重に納めることにな

ります。また、他の健康保険に加入した後に国保の保険証を使用すると、その時に国保が負担した医

療費を返していただくことがあります。健康保険に変更がありましたら、１４日以内に役場町民課ま

たは各出張所へ届け出をお願いします。

① 職場の健康保険を脱退したことを証明するもの（資格喪失連絡票など健康保険の喪失した日が確

認できるもの）

②印鑑

③個人番号が確認できるもの（通知カード、個人番号カード）

④本人確認ができるもの（運転免許証など）

【国保に加入するとき】

①新しく加入した健康保険の保険証(加入した方全員分)

②国保の保険証（脱退する方全員分）

③印鑑

④個人番号が確認できるもの（通知カード、個人番号カード）

⑤本人確認ができるもの（運転免許証など）

【国保を脱退するとき】

※届け出をする際には以下の物が必要となります。

マイナンバー制度の開始に伴い、国保に届出をする際には申請書類に「マイナンバー」の記載が必要

になります。

　国保に加入するとき、脱退するとき、住所や氏名の変更、保険証を紛失した時など、国保に届出を行う際

には、マイナンバーのわかるもの（通知カード等）と本人確認ができるもの（運転免許証）をご持参ください。

マイナンバーをご持参ください！

退職など職場の健康保険を喪失したときは加入の届け出が必要です。また就職や家族の扶養に入る

など別の健康保険を取得した時は脱退の届け出が必要になります。自動的に切り替わることはありま

せんのでご注意ください！

こんなときは届け出が必要です！
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役 場 か ら の お 知 ら せ

町外のご親族（課税者）に扶養されてい

たりして対象にならない場合があるよ。

自分が臨時福祉給付金の対象となるのか、

よ～くカクニンジャ！

対象にならない場合もあります。

イメージキャラクター

カクニンジャ

平成28年1月1日時点で八百津町の住民基本台帳に登録されており、平成28年度の町県民税（均等

割）が課税されていない方が支給の対象となります。ただし、次の場合は支給の対象外です。

・生活保護制度の被保護者となっている場合

・支給対象者を扶養している方が課税されている場合（扶養している方が町外にみえる場合も含みます）

八百津町では、平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者（町県民税が非課税の方）に対し、非課

税のお知らせとともに、経済対策臨時福祉給付金の申請書を送付させていただきます。

１．支給対象となる方（平成 28 年度臨時福祉給付金の支給対象者と同じ方です。）

支給対象者1人につき 15,000 円　※支給は１回限りです。

２．支給額

3月17日（金）～7月31日（月）

※ 申請期限を過ぎると支給できなくなりますので、

お早めに手続きを済ませてください。

3．申請期間

□お問い合わせ　役場1階　町民課　☎43-2111（内線2111）　および　役場各出張所

【１種類で良いもの】

免許証・パスポート・身体障害者手帳・在留カード・個人番号カードなど、官公庁が発行し

た写真付きの証明書

【２種類が必要なもの】

ア　健康保険証・年金手帳・年金証書・地方公共団体が発行した医療受給者証など

イ　その他本人が確認出来る書類（病院の診察券など）

※　アの書類を２種類かア・イの書類をそれぞれ１種類ずつ提示していただくことが必要です。

平成28年9月の臨時福祉給付金に続いて、経済対策臨時福祉給付金が支給されます。これは消費税

率の引上げによる影響を緩和するため、所得の低い方々に対して、制度的な対応（軽減税率の導入）を

行うまでの間、暫定的・臨時的な措置として給付金を支給するものです。対象となる方は、お早めに

手続きをされますようお知らせします。

４．申請に必要な添付書類

①本人確認書類 ※必ず対象者全員分の本人確認書類をご用意ください。

②振込先金融機関確認書類　（申請書に印字してある金融機関口座を希望される場合は不要です）

受取口座の金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳またはキャッシュカード

※「臨時福祉給付金申請書」に記載の「1.申請・受給者」または「5.代理人」名義の口座に限ります。

③扶養者の非課税証明書　（一部の方のみ添付が必要）

町外のご親族（非課税者）に扶養されている方などは、扶養者の非課税証明が必要になります。

ただし、平成28年度臨時福祉給付金（3,000円）の支給を受けられた方は、

添付書類が必要ありません。

経済対策臨時福祉給付金の受付について
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図 だ よ り室書

ファミリーセンターロビーにて、雑誌閲覧コーナー
を開放しています。ぜひご利用ください♪

開館時間：午前10時～午後6時

休 館 日：毎週月曜日・第3日曜日・年末年始

図書貸出：1人3冊まで（最長2週間）

ファミリーセンター2階　☎43-0390

【
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】
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一
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け
】

平成28年に多く借りられた本ベスト3！
～あなたは読みましたか？～

（八百津町中央図書室調べ、平成28年1月～12月の期間）
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子育て情報ひろば
4 月の行事予定

子育て支援センター

　  ☎43-2111(内線2582)

八百津保育園 ☎43-0196

錦 津 保 育 園  ☎43-0449

久田見保育園 ☎45-1276

和 知 保 育 園  ☎43-0519

乳 幼 児 学 級  ☎43-0390入園前のお子さんとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

家族の子育て支援 (ファミサポ)

子育てあれこれ！

魔法の扉を開いてみませんか？

絵本の表紙は魔法の扉です。

絵本を開くと、お子さんの、生き生きとキ

ラキラ輝く瞳に出会える、すてきな時間が

始まります。

子どもと絵本と大人がそろえば、いつでも

どこでも、楽しいひとときを過ごせます。

絵本は、赤ちゃんからお年寄りまで、誰で

も楽しめるものです。

あなたもお子さんと一緒に絵本を楽しんで

みませんか？

「魔法の扉を開いて見ませんか？～知識の絵本編～」　

岐阜県図書館より

行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 18日(火)　 9 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター
身長・体重　発育相談
保健師・栄養士が対応

こいのぼりつくり
20日(木)・21日（金）

10 :30～11 :00
未就園児 子育て支援センター 親子で簡単な制作

誕生会 27日(木)　10 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター お楽しみシアター

乳幼児学級

乳幼児期家庭教育学級では、ただいま、5月開級の平成29年度学級生を募集しています。

首がすわったころから3歳までのお子さんと、その保護者・養育者が対象です。

お問い合わせ・お申し込みは八百津町教育委員会…☎43-0390（内線2515）担当：生涯学習係まで

締め切りは4月7日（金）役場各地区出張所でも受け付けています。

保育園『子育て支援学級』のお知らせ
八百津町保育園では、保育園入園前のお子さんと保護者の方を対象に5月より年10回各園において広場を開

催します。保育士と一緒にリズム遊び・手遊びをはじめ、季節にあった遊びや活動を行います。

子育てをされている方の交流や、お友達作りの場所として楽しく過ごして頂きたいと思います。

お住まいの地区の保育園にご参加ください。お待ちしております。

園庭開放も5月より開催します。

*八百津保育園　「すくすく・ぴよぴよ」　☎43-0196

*錦津保育園　　「わいわい広場」　　　　☎43-0449

*久田見保育園　「あおむしひろば」　　　☎45-1276

*和知保育園　　「ムーミン広場」　　　　☎43-0519

毎月、乳幼児相談の日より翌月の受付を開始し

ます。定員になり次第受付終了となりますので、

お早めに申し込んでください。

なお、町内在住の方を優先とさせて頂きますの

でお願いします。

年間の予定、対象年齢等詳しくは子育て支援セ

ンターへお問い合わせください。

５月のサークル
 8日（月）ベビーマッサージ

 9日（火）親子リズム

18日（木）1歳児の遊び

30日（火）ゆうゆう塾

☆サークル・サロン受付のご案内

お知らせ
子育て支援センターより

4月18日（火）

より受け付け

開始します。

4月18日（火）

より受け付け

開始します。

4月18日（火）

より受け付け

開始します。

4月10日（月）より受け付けます。

申込用紙は各保育園、福祉センター2F

「ゆうゆう広場」にあります。

直接保育園までお電話を頂いても結構です。
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自己負担1,000円で受診していただけます。

ご存じですか？
乳がん検診（マンモグラフィ）には、 町の
補助が出ることを。 乳がん検診（マンモ
グラフィ）は精度の高い検診ですが、 そ
の分高価な検診です。 （約5,000円）
八百津町が実施する乳がん検診は…

ぜひ乳がん検診（マンモグラフィ）を
受けてください。

八百津町では、
町民のみなさまに乳がん検診（マンモグ
ラフィ）を受けていただけるよう、 サポート
をいたします。

子宮頸がんは、 ２０代から一気に増加 ！
３０代は、最も子宮頸がんになりやすい年代 ！

子宮頸がんは、1,000円の自己負担
で受けることができます。

ぜひ子宮頸がん検診を受けてください。

保健センターだより 4月の行事予定

行　　事 期　　日 対　　象 当日受付時間 場　　所

母
子
保
健

乳
幼
児

4ヶ月児健診 6日（木） H28年11月～12月生 13 :00～13 :05

保健センター
ぱくぱく歯みがき

＆10ヵ月児健診
6日（木） H28年5月～6月生 11 :20～11 :25

2歳児歯科健診 13日（木） H27年2月～3月生 13 :00～13 :05

妊
産
婦

母子手帳交付 毎週水曜日
八百津町に住所のある全妊婦
※ マイナンバーカードおよび、身分の証

明が出来る物を持参してください。
 9 :00～ 9 :30 保健センター

アフタービクス 19日（水）
※ 18日（火）までに電話予約してくだ

さい。（定員20名）
14時までにお
越しください。

ファミリーセンター
大研修室

予
防
接
種

四種混合
ヒブワクチン

肺炎球菌ワクチン
BCG

4日（火）

18日（火）

・ 赤ちゃん訪問時に1歳までの予診
票をお渡ししています。

・ 1歳以降に使用する予診票は個別
に通知いたします。

・転入の方はご連絡ください。

※予約制です。
　1週間前までに予約してください。

 13 :00～13 :20

※ 時間厳守でお

願いします。

保健センター
MRワクチンⅠ・Ⅱ期
日本脳炎Ⅰ・Ⅱ期

水痘
二種混合

11日（火）

25日（火）

成
人
保
健

健康相談 毎週水曜日 一般住民 10 :00～11 :00 保健センター

歯周病検診
5月1日
から開始

S21．26．31．36．41．46．51．56．61　H3．8年度生
自己負担金　500円

誕生日ごとに随
時通知します。
※予約制です

各医療機関

検　診 期　　日 受付時間 場　所 対象者および負担金

《集団》
◉骨粗鬆症検診
　（5月24日(水)
　10：00～11：30のみ実施）
◉乳がん検診
◉子宮頸がん検診
　時間予約が必要です。

5月19日（金）

9:30～10 :00 潮南出張所
◉骨粗鬆症検診
　40・45・50・55歳　1,000円
　（S37・42・47・52年度生）
◉乳がん検診（予約制）
　40歳以上2年に1回　1,000円
　(S52年度生以前)
◉子宮頸がん検診（予約制）
　20歳以上2年に1回　1,000円
　(H9年度生以前)

11 :00～12 :00 久田見出張所

14 :00～15 :00 保健センター

5月22日（月）
9:30～11 :30 和知出張所

13 :30～15 :00 きらり

5月24日（水） 9:00～11 :30 保健センター

10月24日（火） 9:00～11 :30 保健センター

10月25日（水） 9:00～11 :30 保健センター

《施設》
　◉乳がん検診　　　　
　◉子宮頸がん検診

6月1日～
12月28日

実施予定

施設検診は直接医療機関への電話申
し込みが必要です。

（申し込みは5月1日から始まります）

◉乳がん検診（予約制）
　40歳以上2年に1回　1,000円
◉子宮頸がん検診（予約制）
　20歳以上2年に1回　1,000円

☆注意☆　※妊娠中の方は受診できません。
　　　　　※ 乳がん検診はH28年度乳がん検診を受けた方・授乳中の方・ペースメーカを装着している方・豊胸手

術を受けた方・VPシャントを挿入している方は 受診できません。
　　　　　※子宮頸がん検診はH28年度子宮頸がん検診を受けた方は受診できません。月経日を避けて受診してください。 

間もなく乳がん・子宮がん検診
が始まります！

対象の方には、4月下旬～5月上旬頃に個人通知します。乳がん・子宮がん検診は予約が必要ですので、ご希望の方はお早めにお電話ください。

アルコールセミナーのお知らせ
乳がん検診 子宮頸がん検診

※乳がん検診ついて
医師による視触診は行いません。
マンモグラフィ（乳房X線撮影）のみです。

☆お問い合わせ☆
八百津町保健センター
☎43-2111（内線2561・2562）
メール相談
hosoudan@town.yaotsu.lg.jp

7日（金）19:30～21:00　
保健センターにて
各務原病院の天野宏一先生と
お酒との上手な付き合い方を学びます。
どなたでもお気軽にご参加いただけます。
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【連結行政コスト計算書】

経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料
などの収入を示すものです。コストの面では、
人にかかるコスト、物にかかるコストなどの区
分を設け、経常行政コストから経常収益を差し
引いたものが純経常行政コストとなります。

経常行政コスト 104億2,465万円
1.人にかかるコスト

(1)人件費

(2)退職手当等引当金繰入等

(3)賞与引当金繰入額

2.物にかかるコスト

(1)物件費

(2)維持補修費

(3)減価償却費

3.移転支出的コスト

(1)社会保障給付

(2)補助金等・他会計等への支出額

(3)他団体への公共資産整備補助金等

4.その他のコスト

15億1,403万円

13億2,859万円

1億   468万円

8,076万円

27億7,739万円

12億3,536万円

7,189万円

14億7,014万円

59億2,073万円

47億8,624万円

10億6,044万円

7,405万円

2億1,250万円
経常収益 34億3,289万円

使用料・手数料等 34億3,289万円
純経常行政コスト 69億9,175万円

●一般会計

●特別会計  
　国民健康保険  
　後期高齢者医療　　  
　介護保険（保険事業）  
　介護保険（サービス事業）  
　簡易水道事業  
　公共下水道事業  
　農業集落排水事業

●企業会計
　水道事業

●一部事務組合・広域連合  
　中濃地域農業共済事務組合  
　可茂衛生施設利用組合  
　可茂消防事務組合  
　可茂広域行政事務組合  
　岐阜県市町村会館組合  
　岐阜県後期高齢者医療広域連合  

●公社、社会福祉法人  
　八百津町土地開発公社  
　八百津町社会福祉協議会

【連結の対象となる会計など】

本町では平成20年度決算から総務省が新たに示した「総務省方式改訂モデル」により連結ベースの

財務書類4表を作成しており、今回平成27年度決算の連結財務書類4表（※）を公表するものです。

今後も、これらの財務情報から分析できる本町の特性を正確で分かりやすく町民のみなさんにお伝

えするため、更に記載内容の工夫・改善に努めてまいります。

※ 平成18年に総務省から「地方公共団体における行政改革の更なる推進のための指針」が示され、地方における

資産・債務改革の一環として「新地方公会計制度の整備」が求められました。

これは、複式簿記・発生主義の考え方に基づき企業会計的手法により、一般会計、特別会計および一部事務

組合などを含めた連結ベースの貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書（これら

を「連結財務書類4表」といいます）を作成するもので、本町では平成20年度決算から公表しています。

【八百津町の財政状況】

①町民１人当たりの資産と負債
　資産　＝　389万円（平成26年度：386万円）　　負債　＝　73万円（平成26年度：82万円）

②純資産比率　＝　79.1％　（平成26年度：76.5％）
　 　「負債および純資産合計」に占める「純資産」の割合を示します。これは数値が高いほど、将来返

済しなくてもよい財源により資産を形成したことを示し、財政状況の健全性を図る指標となります。

③社会資本形成の過去および現世代負担比率　＝　87.0％　（平成26年度：83.6％）
　 　道路や公園など、社会資本の結果を示す公共資産のうち、純資産による整備割合をみること

によって、今までの世代により既に負担された分の割合をみることができます。社会資本形成
の約８割超を現役世代が負担し、未来の子どもへの負担を極力抑えています。

④町民１人当たりの純経常行政コスト　＝　60万円　（平成26年度：57万円）
　 　資産形成に結びつかない１年間の行政サービスを提供するために、町民１人当たりのコスト

(経常行政コスト）が90万円（平成26年度83万円）となり、施設使用料などの受益者負担額として
30万円（平成26年度26万円）をご負担いただき、差額分の60万円を地方税や地方交付税といっ
た一般財源で賄っています。

☆平成28年3月31日現在　人口　11,534人
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～資産総額は約449億円　負債総額は約93億円　純資産総額は約355億円～～資産総額は約449億円　負債総額は約93億円　純資産総額は約355億円～

八百津町の連結財務書類４表（平成27年度決算）

【連結貸借対照表】

当年度末（平成28年3月31日）時点（但し、出納整理期間中の増減を含む。）における資産とその資産
をどのような財源（負債・純資産）で賄っているかを一目でわかるようにしたものです。

左側に「資産」を示し、右側に「負債」と資産から負債の差額である「純資産」に分けて示しています。

【連結資金収支計算書】 【連結純資産変動計算書】

現金の流れを示すものであり、その収支を性
質に応じて、経常的収支、公共資産整備収支、
投資・財務的収支などと区分することで、どの
ような活動に資金を必要としているかを示して
います。

純資産が一会計期間にどのように増減したか
を明らかにするものであり、総額としての純資
産の変動に加え、それがどのような財源や要因
で増減したかの情報を示すものです。

資産の部（町が保有している財産） 負債の部（将来世代が負担する金額）
1.公共資産 409億2,360万円 1.固定負債 83億6,993万円

(1)有形固定資産 406億5,197万円 (1)地方債・借入金 68億9,143万円
①生活インフラ・国土保全（道路など）218億  276万円 (2)長期未払金 130万円
②教育（学校など） 65億9,416万円 (3)退職手当等引当金 14億4,468万円
③福祉（福祉センターなど） 6億1,666万円 (4)その他の引当金 3,253万円
④環境衛生（保健センターなど） 53億1,517万円 (5)その他
⑤産業振興（農村ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰなど） 49億  974万円 2.流動負債 10億1,376万円
⑥消防（防火水槽など） 5億4,275万円 (1)翌年度償還予定地方債 8億  840万円
⑦総務（庁舎など） 8億7,073万円 (2)未払金 1,228万円
(2)無形固定資産 1億8,573万円 (3)翌年度支払予定退職手当 1億  688万円
(3)売却可能資産 8,590万円 (4)賞与引当金 8,076万円
2.投資等 20億1,411万円 (5)その他 544万円

(1)投資および出資金 4,324万円 負債合計 93億8,369万円
(2)基金等  19億  968万円 純資産の部（今までの世代が負担した金額）
(3)その他  6,119万円

純資産合計 355億8,987万円
3.流動資産 20億3,479万円

(1)資金 19億7,246万円
(2)未収金など 6,233万円
4.繰延勘定 106万円

資産合計 449億7,356万円 負債および純資産合計 449億7,356万円

万円未満四捨五入

期首資金残高 18億2,264万円

1.経常的収支額

毎年度継続的な収入、支出

2.公共資産整備収支額

公共資産整備のための収

入、支出

3.投資・財務的収支額

投資・基金積立・地方債償

還金などの収入、支出

4.その他

16億2,646万円

△5億7,466万円

△8億9,982万円

△216万円

期末資金残高 19億7,246万円

期首純資産残高 347億1,388万円

当期変動高

1.純経常行政コスト

2.一般財源

(1)町税

(2)地方交付税

(3)その他行政コスト充当財源

3.補助金などの受入

4.臨時損益

5.その他

△69億9,175万円

41億5,323万円

14億   284万円

21億7,268万円

5億7,771万円

28億4,375万円

△2,121万円

 8億9,197万円

期末純資産残高 355億8,987万円
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春
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の
ご
案
内

加茂休日急患診療所
 2日(日)太田メディカルクリニック (☎26-2220)

 9日(日)木沢記念病院 (☎25-2181)

16日(日)佐藤クリニック (☎43-1200)

23日(日)濃飛ファミリークリニック (☎53-3111)

29日(土･祝)木沢記念病院 (☎25-2181)

30日(日)山手クリニック (☎25-5611)

※診療時間は、午前9時から午後5時までです。

4 月

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」

継
続
の
お
願
い
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運
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は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
当
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
総
合
職
試
験（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
試
験
）

受
験
案
内
等
の
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
日

２
月
１
日（
水
）

「
国
家
公
務
員
募
集
」

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自

動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
家
族
の
た
め
、
次
の
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
　
介
護
料
の
支
給

一
．
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の「
介
護
を
要
す

る
後
遺
障
害
」等
級
　
第
一
級
一
号
・
二
号
で
常
時

要
介
護
の
方
　
月
額
：
５
８
，５
７
０
円
～
１
３
６
，

８
８
０
円 独

立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

受
験
案
内
等
の
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
日

２
月
１
日（
水
）

受
付
期
間
　
　
　
４
月
７
日（
金
）～
４
月
19
日（
水
）

第
１
次
試
験
日
　
６
月
18
日（
日
）

◇ 

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
・
社
会
人
試
験（
係
員

級
））、
税
務
職
員
試
験
　

受
験
案
内
等
の
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
日

５
月
９
日（
火
）

受
付
期
間
　
　
　
６
月
19
日（
月
）～
６
月
28
日（
水
）

第
１
次
試
験
日
　
９
月
３
日（
日
）

人
事
院
中
部
事
務
局
　
第
二
課
試
験
係

☎
０
５
２（
９
６
１
）６
８
３
８

http://w
w

w.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

二
．
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の「
介
護
を
要
す
る

後
遺
障
害
」等
級
　
第
二
級
一
号
・
二
号
で
随
時
要
介

護
の
方
　
月
額
：
２
９
，２
９
０
円
～
５
４
，０
０
０
円

※ 

注
：
自
損
事
故
の
場
合
や
、
事
故
日
か
ら
か
な
り

過
ぎ
て
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
原
動

機
付
自
転
車
の
事
故
も
対
象
で
す
。
こ
の
他
、
支

給
の
条
件
と
し
て
、
完
全
看
護
の
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
な
い
方
、
介
護
保
険
制
度
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が

一
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

二
　
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
一
家
の
柱
で
あ
り
ま
す
保

護
者
の
方
が
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
者
に
な

ら
れ
た
場
合
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、
無
利
子
で
貸
付
を
行
う
制
度
で
す
。

貸
付
金
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
一
時
金「
１
５
５
，

０
０
０
円
」
、
貸
付
け
開
始
月
以
降
、
月
額
「
２
０
，

０
０
０
円
」小
学
校
と
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

と
し
て「
４
４
，０
０
０
円
」の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

返
済
期
限
お
よ
び
方
法
は
、
20
年
以
内
で
月
賦
等

に
よ
る
均
等
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
や
大

学
へ
進
学
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
卒
業
ま
で
の
間
は
返

還
が
猶
予
さ
れ
、
卒
業
後
６
ヶ
月
を
経
過
し
た
後
に

返
還
を
始
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ

独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
岐
阜
支
所

〒
５
０
０-

８
８
４
２
　

岐
阜
市
金
町
４-

30
　
明
治
安
田
生
命
岐
阜
金
町
ビ
ル
７
階

☎
０
５
８-

２
６
３-

５
１
２
８

受
付
期
間
　
　
　
３
月
31
日（
金
）～
４
月
10
日（
月
）

第
１
次
試
験
日
　
４
月
30
日（
日
）
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渡邉　柚
ゆず

葉
は

ちゃん

午後1時7分　生まれ

1月21日

「元気いっぱい

大きく育ってね。」
保護者　達也（前野）

Smile通信

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ラ
ン
の
理
念
の
も

と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地

域
住
民
の
健
康
・
絆
づ
く
り
の

場
と
し
て
艇
庫
・
プ
ー
ル
・
体

育
館
を
積
極
的
に
活
用
し
、
10

年
連
続
し
て「
特
Ａ
評
価
」を
獲

得
し
た
こ
と
を
称
え
、
中
部
地

方
の
自
治
体
で
唯
一
八
百
津
町

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
公
益

財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン

ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
地
域
の
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ま
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
年
連
続「
特
Ａ
評
価
」

優
良
海
洋
セ
ン
タ
ー
表
彰

杉
原
千
畝
記
念
短
歌
大
会
の
作
品
を
題
材
に
、
愛
知

県
立
小
牧
南
高
等
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
秀
歌
百
首
を

選
ぶ
、
杉
原
千
畝
記
念「
高
校
生
が
選
ん
だ
人
権
百
人

一
首
」。
12
月
26
日
～
27
日
に
か
け
て
編
纂
に
あ
た
っ

た
生
徒
会
役
員
五
人
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
使
館
・
イ
ス

ラ
エ
ル
大
使
館
を
訪
問
し
、
完
成
し
た
百
人
一
首
を
両

国
の
大
使
に
直
接
手
渡
し
、千
畝
と
い
う
人
物
が
な
ぜ

尊
敬
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
こ
の
編
纂
作
業
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
短
歌
に
込
め
ら
れ
た
愛
・
心
・
勇
気
の
精
神
を

読
み
取
る
よ
う
に
努
め
、
愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
の

生
徒
会
・
文
芸
部
の
メ
ン
バ
ー
と
も
協
議
を
行
い
、
懸

命
に
作
品
を
読
み
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
素
晴

ら
し
い
百
首
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
高
校
生
が
選
ん
だ
人
権
百
人
一
首
」
に
つ
い
て

は
、
本
年
７
月
末
の
杉
原
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
展
示

の
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

杉原千畝記念「高校生が
選んだ人権百人一首」が完成

町
で
は
、
平
成
28
年
度

の「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
税
」
を
活
用
し
て
、

見
行
山
登
山
道
入
口
付
近

に
公
衆
ト
イ
レ
、
見
行
山

周
辺
案
内
図
を
、
山
頂
に

は
方
位
テ
ー
ブ
ル
、
登
山

道
に
は
、
誘
導
お
よ
び
距

離
標
識
を
整
備
し
ま
し
た
。

山
頂
か
ら
眺
め
る
景
色

は
絶
景
で
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ま
も
見
行
山
山
頂
を

目
指
し
登
山
を
楽
し
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
４
月
30
日（
日
）

に
は
、
見
行
山
登
山
道
開

通
式
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

森
林
・
環
境
税
を

活
用
し
て
の
見
行
山

周
辺
施
設
整
備

♥
♥「こんにちは」

　　赤ちゃん

白木　咲
さ

愛
あ

來
ら

ちゃん

午前6時31分　生まれ

2月14日

「 元気にうまれてきてくれ

てありがとう。

これからよろしくね♥」
保護者　芳充（塩口）



4月・5月のごみ収集日
■お問い合わせ　役場1階　水道環境課　環境衛生係

☎43-2111（内線2124）

粗大ごみの可燃・不燃の区別がなくなりました。

可燃ごみ 全地区（午前5時から8時までに可燃ごみ集積所へ出してください。) 毎週 火曜日・金曜日

※ 蛍光管・LED電球・体温計（水銀式）は、役場本庁・

役場各出張所の回収ボックスへ出してください。

※ 使用済小型家電の回収を行っております。役

場・各出張所内にある回収ボックス・コンテ

ナ（小）へ投入してください。（開館時間のみ）
注）回収ボックス投入口ｻｲｽ（゙横31cm×縦15cm）
　　回収コンテナ（小）ｻｲｽ（゙横50cm×縦38cm×高さ27cm）

※ 乾電池は、役場本庁・役場各出張所の回収ボ

ックスへ出してください。

※ テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機・エアコン

は収集しません。(株)橋本または購入した店

に引き取りを依頼するか、指定引き取り場所

へ直接搬入してください。

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

Ａ地区
（不燃ごみ集積所）

5月30日（火）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所）

5月31日（水）

不燃金物類
資源カン類
粗大ごみ

Ａ地区
（不燃ごみ集積所）

4月27日（木）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所）

4月28日（金）

八
百

津
町

ご
み

処
理

容
器

等

購
入

補
助

金

交
付

申
請

委
任

状

八
百

津
町

長
　

様

　
　

私
は

、
裏

面
の

者
を

代
理

人
と

定
め

、
見

出
し

の
補

助
金

の

交
付

申
請

、
請

求
お

よ
び

受
領

に
関

す
る

一
切

の
権

限
を

委
任

し
ま

す
。

※
購

入（
委

任
）年

月
日

※
住

所（
自

治
会

）

※
購

入（
委

任
）者

名
と

印

※
は

購
入（

委
任

）者
が

記
入

押
印

し
町

内
登

録
販

売
店

へ
提

出
く

だ
さ

い
。

印

● ●ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集ごみ収集

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

※ プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表
示されたプラスチック製の容器および包装が
収集の対象です。
ただし、ペットボトルおよび食品トレイ、発
泡スチロールは、別に分別収集を行っている
ため対象外です。

その他プラ 各自治会の
不燃ごみ集積所

 4月 9日(日)

 4月23日(日)

 5月14日(日)

 5月28日(日)

※ 瓦・タイル・陶器類・コンクリート・ブロック・

壁土以外（土砂や岩石）は処分できません。

※ 業者に請け負わせた工事で発生したがれき類

は処分できません。

※ 300㎏以上のがれき類を処分しようとすると

きは事前に申請してください。（有料）

がれき類

久田見処分場
毎月第1・第3日曜日
午後12時30分～４時

錦織処分場
毎月第2・第4日曜日
午前９時～午後４時

ペットは大切な家族 製品にはLEDの印字があります。

○犬の登録（狂犬病予防法）
　 犬を取得した日から30日以内に登録申請書の

提出が必要です。

○犬の登録事項の変更（狂犬病予防法）
　 飼い犬の死亡、所有者・所在地を変更した時

は届け出が必要です。

※ご不明な点等がございましたら上記の連絡先にお尋ねください。

（※電球はガラス類ですのでご注意ください※）

LED電球は蛍光灯回収ボックスに
入れてください。



「
こ

の
面

は
販

売
店

が
記

入
し

て
く

だ
さ

い
」

住
所

　
八

百
津

町

店
名

代
表

者
名

下
記

の
方

へ
販

売
し

補
助

金
交

付
の

委
任

を
受

け
ま

し
た

。

販
売（

委
任

）年
月

日
　

　
　

　
　

　
購

入
者

　
　

　
　

　
　

品
名

数
　

　
購

入
額

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

補
助

金

火
災
を
防
ご
う

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
及
び

山
火
事
統
一
標
語

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
枯
れ
草
も
多

く
、
入
山
者
も
増
え
始
め
る
こ
と
か
ら
、

枯
草
火
災
や
山
林
火
災
も
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
の
火
災
は
、
一
度
発
生
す
る

と
一
気
に
延
焼
拡
大
し
ま
す
。
消
火
に
要

す
る
活
動
時
間
も
長
く
な
り
、
み
な
さ
ん

の
大
切
な
財
産
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
火
災
を
発
生
さ

せ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

｢

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で｣

｢

誓
い
ま
す森

の
安
全火

の
始
末｣

・ 

付
近
に
枯
れ
草
等
が
あ
る
場
所
で
、
た

き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

風
の
強
い
時
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時

は
、た
き
火
や
火
入
れ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、
吸
殻
は
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・ 
火
を
着
け
た
ら
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

離
れ
る
時
は
し
っ
か
り
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
火
遊
び
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
左
記
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
、
新
築
住
宅
は
10
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

電
池
切
れ
…
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
国
産
の
物
は
５
年
～
10
年
で
電
池

が
無
く
な
り
ま
す
。
電
池
が
少
な
く
な

る
と
、｢

ピ
ッ｣

と
い
う
音
が
連
打
し
ま
す
。

点
滅
で
知
ら
せ
る
機
種
も
あ
り
ま
す
。

電
池
の
交
換
も
し
く
は
機
種
を
取

り
換
え
て
く
だ
さ
い
。

② 

誤
作
動
…
湿
気
、
ほ
こ
り
、
煙
が
発
生

す
る
場
所
で
は
誤
作
動
が
起
き
や
す
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
お
よ
び
注
意
事
項｣

平成28年
八百津町の交通事故の状況

人　身
物損 合計

件数 死者 負傷者

八百津 2 2 64 66

錦　津 4 1 5 31 35

和　知 2 4 74 76

久田見 1 2 23 24

潮　南 2 2 8 10

福　地 0 0 5 5

合　計 11 1 15 205 216

平成28年

八百津町の犯罪の状況

侵　入　盗 街頭犯罪

そ
の
他

合計出
店
荒

忍
込
み

学
校
荒

そ
の
他

乗
物
盗

自
販
機
狙
い

車
上
狙
い

そ
の
他

八百津 5 1 2 4 4 8 24

錦　津 1 2 4 7

和　知 1 1 2 1 5 8 18

久田見 0

潮　南 1 1 1 3

福　地 1 1

合　計 6 1 2 0 2 2 6 12 22 53

事件事故 なくして 
住みよい 八百津町

地域の安全は、みなさん一人ひとりの
安全意識と防犯意識から





「大物釣れた!!」
古田 悟（竹井）

「大洞じんじゃ」
富松 正人（上飯田）

ふ
る
さ
と
写
真
館

写
真
協
力
　
社
会
教
育
視
聴
覚
協
議
会

「すぐメール802」の登録はこちらへ
QRコードを読み取り、空メールをお送りください。
QRコードの読み取りができない方は、下記アドレス宛に空メールをお送りください。

<お問い合わせ>　八百津町役場　総務課　情報政策係まで
t-yaotsu@sg-m.jp

〒505-0392 岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2
☎0574-43-2111　 0574-43-0969
ホームページ http://www.town.yaotsu.lg.jp　メール yaotsu@town.yaotsu.lg.jp平成29年3月17日発行

八百津町役場
環境に優しい植物インキと

再生紙を使用しています

美しく装飾した勇壮な
だんじりと絢爛豪華な
糸切りからくり山車が、
今年も八百津町の春を
熱く盛り上げます！！

八
百
津
ま
つ
り

四
月
八
日（
土
）・
九
日（
日
）

久
田
見
ま
つ
り

四
月
十
六
日（
日
）


